
  裸火申請・危険物等使用の事務手続き   

 

東京エレクトロンホール宮城 

（宮城県民会館） 

 

１）申請書願いの「正・副」2通を作成し、事前に会館で申請内容の確認を受けてください。 

※館長印の捺印はありません。 

 

２）確認後 2通とも主催者へお渡しいたしますので、青葉消防署へ申請していただきます。 

 

３）青葉消防署より許可が出ましたら、主催者が受領した「副」を会館へ提出していただきます。・・・

これで手続きは完了です。 

 

 

☆ 添付書類には以下の添付が必要になります。（申請書の正・副用に各２通必要） 

 

○ 準備から撤去までのタイムスケジュール 

 

○ 裸火使用時間帯一覧表（タイムスケジュールに記入してあれば良い） 

 

○ 客席避難経路及び避難誘導員の配置図 

 

○ 舞台図面及び裸火・火薬・危険物・消火器の配置図 

 

○ 本番舞台進行表（裸火・火薬・危険物の使用する演目等に明記） 

 

○ 裸火・火薬機器・危険物などの機器の取り扱い説明書の写し（成分表も含む） 

 

○ 使用にあたって免許が必要なものは、それの写し 

 

以上 

 

 



様式１ 

喫         煙 

正            裸 火 使 用  承  認  申  請  書 

危 険 物 品 持 込 

 

令和  年  月  日 

仙台市青葉消防署長 

 

申 請 者 

住 所 仙台市青葉区国分町三丁目 3 番 7号                     

氏 名 宮城県民会館長 阿部 正直                    

電 話 022-225-8641                     

 

仙台市火災予防条例第２５条第１項ただし書きの規定による承認を受けたいので、下記により申請します。 

記 

防
火
対
象
物 

所 在 地 仙台市青葉区国分町三丁目 3番 7号 

名   称 東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館） 

構   造 鉄筋コンクリート 用  途 劇場 

す
る
場
所
及
び
行
為 

解
除
を
受
け
よ
う
と 

階   数 6階・地下 1階 階の用途 劇場 

場所の用途 舞台 内部仕上 不燃仕上げ 

期   間   年  月  日  ：  から     年  月  日  ：  まで 

理  由 

及び内容 

（演目等） 

 

主
催
者 

所 在 地  

代 表 者  

火 災 予 防 上 

講 ず る 処 置 
 

受 付 欄 備       考 

  

１ 申請者は、防火対象物の関係者とする。 

２ 承認申請場所の存する階の平面図（設備の設置場所を明示）、承認申請部分の展開図、仕上図、使用す

る設備・器具の仕様、危険物品の品名、数量、貯蔵取扱方法等の図書を添付する。 

３ 内部仕上欄には、仮設の大道具等を設置した場合に記入する。 



様式１ 

喫         煙 

副            裸 火 使 用  承  認  申  請  書 

危 険 物 品 持 込 

 

令和  年  月  日 

仙台市青葉消防署長 

 

申 請 者 

住 所 仙台市青葉区国分町三丁目 3 番 7号                     

氏 名 宮城県民会館長 阿部 正直                    

電 話 022-225-8641                     

 

仙台市火災予防条例第２５条第１項ただし書きの規定による承認を受けたいので、下記により申請します。 

記 

防
火
対
象
物 

所 在 地 仙台市青葉区国分町三丁目 3番 7号 

名   称 東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館） 

構   造 鉄筋コンクリート 用  途 劇場 

す
る
場
所
及
び
行
為 

解
除
を
受
け
よ
う
と 

階   数 6階・地下 1階 階の用途 劇場 

場所の用途 舞台 内部仕上 不燃仕上げ 

期   間     年  月  日  ：  から     年  月  日  ：  まで 

理  由 

及び内容 

（演目等） 

 

主
催
者 

所 在 地  

代 表 者  

火 災 予 防 上 

講 ず る 処 置 
 

仙台市青葉消防署（   消 予）指令第  号 

 

上 記 申 請 を 承 認 す る 

  年  月  日 

  

仙台市青葉消防署長  

 

 


